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議題

１：東海林　康之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：佐藤　ミツ子　様　（青風荘利用者様）の処遇について

１：東海林　康之　様　（青青風利用者様）の処遇について
病名：　躁うつ病　　　　合併症　低血圧症

＜支援項目＞

1 服薬管理
介入方法

・自己管理となっているが、服薬のセットミスがあったため忘薬・誤薬がないか確認し、出来ている場合には評価を行う。
2 生活リズムの安定化

介入方法

・課題を自覚、認識し、取り掛かりまでは自主的に実行できるが、持続性に欠ける為、定期的な面談の機会を持って、動機づけの確立を図る。

・定時起床、散歩、整容を整えるなどの日課ができているか定期的に確認を行う。出来ていない場　　 合は時間設定を変更するなど本人と話し合って決めていく。

③

健康管理(体重増加)
介入方法

・朝の散歩の習慣化を図る。本人のモチベーションを維持するため、1週間ごとに体重、体脂肪測定し成果を確認、定期的にグラフ化して提示する。

・散歩以外でも本人が興味を持って取り組めるものを引き出し、本人へ情報を提供していく。
・自炊時の食事内容と調理前の食材を確認し、調理指導と並行して栄養バランスや食事量について指導していく。

＜評価＞

支援項目として介入していく面と問題点として介入支援が必要なものを区別した方が良いのではないか。なぜ、本人が自覚できなく継続が難しいのかもっと掘り下げて問題点等を抽出して取り組む必要がある。入所から１年が経過しており、支援の取り組みとしては遅いむきもあるが、退所後に怠薬する可能性も考えられることから、服薬管理については生活状態や症状安定の為、また退所後の自立した生活をするうえで絶対的なものである事を本人にも自覚していただく。退所後は単身生活か実家での生活を希望としているが、三兄との関係性が良くないことから再燃する可能性も考えられるため、単身生活が望ましい。また、本人が不安に思っている生活費の金銭についても（次兄が管理している）今後は本人が管理していくことが望ましい。退所の期限を見据えて支援していく必要がある。

　

２：下町　サン子　様　（青風荘利用者様）の処遇について 

病名：統合失調症　　　　　合併症　便秘症・低血圧症

＜問題点＞

1 衣類の適切な着用・整理ができない。
衣類の収納がうまくできない。

介入方法
· 重ね着する事で安心されている様子で、気温にあわせた衣類を着用する事が難しい為、肌着などで調整するよう繰り返し説明する。

· 洗濯してもまた同じ洋服を着用する為、交互に着回しして着用していく事を説明し、習慣化できるように支援していく。　

· 色やサイズにこだわり固執するため、衣類には着用順番があることを説明し奇異な感じのない服装を促がしていく。

· 衣装ケース、タンスがあるにもかかわらず衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方を伝えていく。

②　洗濯・手洗い等に固執している

　　適量の日用品の購入が出来ない

介入方法

· 下着のみの洗濯が多い為、上着も洗うよう促がして行く。

・　洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されている為、これから続けていく。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症の原因になることを説明する。

· 日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多い為、１日・一週間の目安を決め、使用の仕方について本人と検討・学習する

③　不調の訴えがあり、体調の管理が不十分

　介入方法

· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 低血圧の為、特に夜間トイレに起きた際目眩で転倒のおそれがある為、ゆっくり立ち上がるように、また手すりなど利用するように等繰り返し説明し実践指導していく。
· 過度に飲水が見られる場合には声掛けして、必要に応じてアドバイスをおこなっていく。

・ 毎週体重測定をし､体調の確認をしていく。また下痢症状がないか確認していく。

＜評価＞

今まで見られていた洗濯や石けんに対する固執した部分は除々に改善されてきているが、洋服や下着に対しては着衣順序や着方に奇異な（本人なりの工夫）行動が継続して見られる。病的な部分からの行動なものなのか定かではないが、その都度介入してアドバイスしていく。また、適切な着衣が出来ている場合は皆さんの前で評価し、適切な格好であることを本人へ伝え、自信が持てるよう支援していく。身体的不調（フラフラする・眩暈する）の訴えがある場合はバイタル測定して安静を促し対処していき、なるべく生活能力が低下しないよう見守りながら現状を維持していく。







